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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受動光ネットワークの複数のトラフィックコンテナに帯域幅を割り当てるシステムであ
って、
　光回線局側終端装置およびアップストリーム帯域幅マネージャを備え、
　前記光回線局側終端装置は、（ｉ）前記受動光ネットワークの前記複数のトラフィック
コンテナからのアップストリームデータを受信し、（ｉｉ）トラフィックマネージャへ前
記アップストリームデータを送信し、前記トラフィックマネージャは、前記光回線局側終
端装置とは異なりかつ別個のものであり、前記トラフィックマネージャは、前記受動光ネ
ットワーク内で、前記トラフィックマネージャに対してさらにアップストリームにあるネ
ットワークコンポーネントへ前記アップストリームデータが送信される前に、前記アップ
ストリームデータの量を格納する予め定められた容量を有するキューを備え、前記複数の
トラフィックコンテナの各々は、前記複数のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割り
当てられた帯域幅に従い、前記トラフィックマネージャへ前記アップストリームデータを
送信し、前記光回線局側終端装置はさらに、前記トラフィックマネージャの前記キューの
前記予め定められた容量に対する前記トラフィックマネージャの前記キューに格納された
前記アップストリームデータの前記量のインディケーションを提供するキューのステータ
スを、前記トラフィックマネージャから受信し、
　前記アップストリーム帯域幅マネージャは、少なくとも一部は、前記トラフィックマネ
ージャの前記キューの前記予め定められた容量に対する前記トラフィックマネージャの前
記キューに格納された前記アップストリームデータの前記量の前記インディケーションに
基づき、前記複数のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割り当てられる前記帯域幅を
動的に変化させる
　システム。
【請求項２】
　前記アップストリーム帯域幅マネージャはさらに、前記複数のトラフィックコンテナか
ら受信したアップストリームデマンド情報に基づき、前記複数のトラフィックコンテナの
各々にそれぞれ割り当てられる前記帯域幅を動的に変化させる
　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
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　前記トラフィックマネージャをさらに備え、
　前記トラフィックマネージャは、
　前記光回線局側終端装置から前記アップストリームデータを受信し、
　前記キューに前記アップストリームデータを格納し、
　前記キューに格納された前記アップストリームデータを集約し、
　前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネージャに対してさらにアップスト
リームにある前記ネットワークコンポーネントへ前記集約されたアップストリームデータ
を送信する
　請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記複数のトラフィックコンテナを含む複数の光ネットワークユニットをさらに備え、
　前記複数の光ネットワークユニットは、前記受動光ネットワークを介して、前記光回線
局側終端装置へ前記アップストリームデータを伝える
　請求項１から３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記アップストリーム帯域幅マネージャはさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラ
フィックコンテナの複数のデータバックログに関する、前記複数のトラフィックコンテナ
から受信された複数のステータスレポートに基づき、前記帯域幅を動的に変化させる
　請求項１から４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記アップストリーム帯域幅マネージャはさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラ
フィックコンテナからの複数のアイドルデータフレームの受信に基づき、前記帯域幅を動
的に変化させる
　請求項１から５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記光回線局側終端装置はさらに、特定のトラフィックコンテナへの帯域幅割り当てを
減らし、前記トラフィックマネージャの前記キューのオーバーランを防ぐ
　請求項１から６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　受動光ネットワークの複数のトラフィックコンテナに帯域幅を割り当てる方法であって
、
　前記受動光ネットワークの前記複数のトラフィックコンテナからアップストリームデー
タを、光回線局側終端装置によって受信する段階と、
　前記光回線局側終端装置とは異なりかつ別個のものであるトラフィックマネージャへ、
前記アップストリームデータを、前記光回線局側終端装置によって送信する段階であって
、前記トラフィックマネージャは、前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネ
ージャに対してさらにアップストリームにあるネットワークコンポーネントへ前記アップ
ストリームデータが送信される前に、前記アップストリームデータの量を格納する予め定
められた容量を有するキューを備え、前記複数のトラフィックコンテナの各々は、前記複
数のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割り当てられた帯域幅に従い、前記トラフィ
ックマネージャへ前記アップストリームデータをそれぞれ送信する、前記送信する段階と
、
　前記光回線局側終端装置によって、前記トラフィックマネージャの前記キューの前記予
め定められた容量に対する前記トラフィックマネージャの前記キューに格納された前記ア
ップストリームデータの前記量のインディケーションを提供するキューのステータスを、
前記トラフィックマネージャから受信する段階と、
　少なくとも一部は、前記トラフィックマネージャの前記キューの前記予め定められた容
量に対する前記トラフィックマネージャの前記キューに格納された前記アップストリーム
データの前記量の前記インディケーションに基づき、前記複数のトラフィックコンテナの
各々にそれぞれ割り当てられる前記帯域幅を動的に変化させる段階と、を備える
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　方法。
【請求項９】
　前記帯域幅を動的に変化させる段階はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナから受信されたアップストリームデマンド情報に基づく
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記キューに前記アップストリームデータを格納する段階と、
　前記キューに格納された前記アップストリームデータを集約する段階と、
　前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネージャに対してさらにアップスト
リームにある前記ネットワークコンポーネントへ前記集約されたアップストリームデータ
を送信する段階と、をさらに備える
　請求項８または９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記帯域幅を動的に変化させる段階はさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラフィ
ックコンテナの複数のデータバックログに関する、前記複数のトラフィックコンテナから
受信された複数のステータスレポートに基づく
　請求項８から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記帯域幅を動的に変化させる段階はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナからの複数のアイドルデータフレームの受信に基づく
　請求項８から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　特定のトラフィックコンテナへの帯域幅割り当てを減らし、前記トラフィックマネージ
ャの前記キューのオーバーランを防ぐ段階をさらに備える
　請求項８から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数のトラフィックコンテナは、前記受動光ネットワークの１または複数の光ネッ
トワークユニットによって維持される
　請求項８から１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　コンピューティングシステムに複数の動作を実行させるプログラムであって、前記複数
の動作は、
　受動光ネットワークの複数のトラフィックコンテナからアップストリームデータを、光
回線局側終端装置によって受信する手順と、
　前記受動光ネットワークのトラフィックマネージャへ前記アップストリームデータを、
前記光回線局側終端装置によって送信する手順であって、前記受動光ネットワークの前記
トラフィックマネージャは、前記光回線局側終端装置とは異なりかつ別個のものであり、
前記トラフィックマネージャは、前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネー
ジャに対してさらにアップストリームにあるネットワークコンポーネントに前記アップス
トリームデータが送信される前に、前記アップストリームデータの量を格納する予め定め
られた容量を有するキューを備え、前記複数のトラフィックコンテナの各々は、前記複数
のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割り当てられた帯域幅に従い、前記トラフィッ
クマネージャへ前記アップストリームデータをそれぞれ送信する、前記送信する手順と、
　前記光回線局側終端装置によって、前記トラフィックマネージャの前記キューの前記予
め定められた容量に対する前記トラフィックマネージャの前記キューに格納された前記ア
ップストリームデータの前記量のインディケーションを提供するキューのステータスを、
前記トラフィックマネージャから受信する手順と、
　少なくとも一部は、前記トラフィックマネージャの前記キューの前記予め定められた容
量に対する前記トラフィックマネージャの前記キューに格納された前記アップストリーム
データの前記量の前記インディケーションに基づき、前記複数のトラフィックコンテナの
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各々にそれぞれ割り当てられる前記帯域幅を動的に変化させる手順と、を備える
　プログラム。
【請求項１６】
　前記帯域幅を動的に変化させる手順はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナから受信されるアップストリームデマンド情報に基づく
　請求項１５に記載のプログラム。
【請求項１７】
　前記複数の動作はさらに、
　前記キューに前記アップストリームデータを格納する手順と、
　前記キューに格納された前記アップストリームデータを集約する手順と、
　前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネージャに対してさらにアップスト
リームにある前記ネットワークコンポーネントへ前記集約されたアップストリームデータ
を送信する手順と、を備える
　請求項１５または１６に記載のプログラム。
【請求項１８】
　前記帯域幅を動的に変化させる手順はさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラフィ
ックコンテナの複数のデータバックログに関する、前記複数のトラフィックコンテナから
受信される複数のステータスレポートに基づく
　請求項１５から１７のいずれか一項に記載のプログラム。
【請求項１９】
　前記帯域幅を動的に変化させる手順はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナからの複数のアイドルデータフレームの受信に基づく
　請求項１５から１８のいずれか一項に記載のプログラム。
【請求項２０】
　前記複数の動作はさらに、特定のトラフィックコンテナへの帯域幅割り当てを減らし、
前記トラフィックマネージャの前記キューのオーバーランを防ぐ手順を備える
　請求項１５から１９のいずれか一項に記載のプログラム。
【請求項２１】
　キューのステータスは、量子化輻輳通知（ＱＣＮ）プロトコルを用いて、前記トラフィ
ックマネージャから、前記光回線局側終端装置によって受信される
　請求項１に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　特定の実施形態が本明細書で例示され、説明されてきたが、多様な代替の、および／ま
たは等価な実施形態、または同じ目的を達成することが意図される実装が、本開示の範囲
から逸脱することなく、例示され、説明された実施形態の代用となり得る。本開示は、本
明細書で議論される実施形態のいかなる応用または変化も含む。ゆえに、本明細書で説明
される実施形態は、特許請求およびそれに等価なものによってのみ限定されることが、明
らかに意図される。
　本実施形態の例を下記の各項目として示す。
［項目１］
　受動光ネットワークの複数のトラフィックコンテナに帯域幅を割り当てるシステムであ
って、
　光回線局側終端装置およびアップストリーム帯域幅マネージャを備え、
　前記光回線局側終端装置は、前記受動光ネットワークの前記複数のトラフィックコンテ
ナからのアップストリームデータを受信し、トラフィックマネージャへ前記アップストリ
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ームデータを送信し、前記トラフィックマネージャは、前記受動光ネットワーク内で、前
記トラフィックマネージャに対してさらにアップストリームにあるネットワークコンポー
ネントへ前記アップストリームデータが送信される前に、前記アップストリームデータの
量を格納する予め定められた容量を有するキューを備え、前記複数のトラフィックコンテ
ナの各々は、前記複数のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割り当てられた帯域幅に
従い、前記トラフィックマネージャへ前記アップストリームデータを送信し、
　前記アップストリーム帯域幅マネージャは、少なくとも一部は、前記トラフィックマネ
ージャの前記キューの前記予め定められた容量に対する前記トラフィックマネージャの前
記キューに格納された前記アップストリームデータの前記量に基づき、前記複数のトラフ
ィックコンテナの各々にそれぞれ割り当てられる前記帯域幅を動的に変化させる
　システム。
［項目２］
　前記アップストリーム帯域幅マネージャはさらに、前記複数のトラフィックコンテナか
ら受信したアップストリームデマンド情報に基づき、前記複数のトラフィックコンテナの
各々にそれぞれ割り当てられる前記帯域幅を動的に変化させる
　項目１に記載のシステム。
［項目３］
　前記トラフィックマネージャをさらに備え、
　前記トラフィックマネージャは、
　前記光回線局側終端装置から前記アップストリームデータを受信し、
　前記キューに前記アップストリームデータを格納し、
　前記キューに格納された前記アップストリームデータを集約し、
　前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネージャに対してさらにアップスト
リームにある前記ネットワークコンポーネントへ前記集約されたアップストリームデータ
を送信する
　項目１または２に記載のシステム。
［項目４］
　前記複数のトラフィックコンテナを含む複数の光ネットワークユニットをさらに備え、
　前記複数の光ネットワークユニットは、前記受動光ネットワークを介して、前記光回線
局側終端装置へ前記アップストリームデータを伝える
　項目１から３のいずれか一項に記載のシステム。
［項目５］
　前記アップストリーム帯域幅マネージャはさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラ
フィックコンテナの複数のデータバックログに関する、前記複数のトラフィックコンテナ
から受信された複数のステータスレポートに基づき、前記帯域幅を動的に変化させる
　項目１から４のいずれか一項に記載のシステム。
［項目６］
　前記アップストリーム帯域幅マネージャはさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラ
フィックコンテナからの複数のアイドルデータフレームの受信に基づき、前記帯域幅を動
的に変化させる
　項目１から５のいずれか一項に記載のシステム。
［項目７］
　前記光回線局側終端装置はさらに、特定のトラフィックコンテナへの帯域幅割り当てを
減らし、前記トラフィックマネージャの前記キューのオーバーランを防ぐ
　項目１から６のいずれか一項に記載のシステム。
［項目８］
　受動光ネットワークの複数のトラフィックコンテナに帯域幅を割り当てる方法であって
、
　前記受動光ネットワークの前記複数のトラフィックコンテナからアップストリームデー
タを受信する段階と、
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　トラフィックマネージャへ前記アップストリームデータを送信する段階と、を備え、
　前記トラフィックマネージャは、前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネ
ージャに対してさらにアップストリームにあるネットワークコンポーネントへ前記アップ
ストリームデータが送信される前に、前記アップストリームデータの量を格納する予め定
められた容量を有するキューを備え、前記複数のトラフィックコンテナの各々は、前記複
数のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割り当てられた帯域幅に従い、前記トラフィ
ックマネージャへ前記アップストリームデータをそれぞれ送信し、
　さらに、少なくとも一部は、前記トラフィックマネージャの前記キューの前記予め定め
られた容量に対する前記トラフィックマネージャの前記キューに格納された前記アップス
トリームデータの前記量に基づき、前記複数のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割
り当てられる前記帯域幅を動的に変化させる段階と、を備える
　方法。
［項目９］
　前記帯域幅を動的に変化させる段階はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナから受信されたアップストリームデマンド情報に基づく
　項目８に記載の方法。
［項目１０］
　前記キューに前記アップストリームデータを格納する段階と、
　前記キューに格納された前記アップストリームデータを集約する段階と、
　前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネージャに対してさらにアップスト
リームにある前記ネットワークコンポーネントへ前記集約されたアップストリームデータ
を送信する段階と、をさらに備える
　項目８または９に記載の方法。
［項目１１］
　前記帯域幅を動的に変化させる段階はさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラフィ
ックコンテナの複数のデータバックログに関する、前記複数のトラフィックコンテナから
受信された複数のステータスレポートに基づく
　項目８から１０のいずれか一項に記載の方法。
［項目１２］
　前記帯域幅を動的に変化させる段階はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナからの複数のアイドルデータフレームの受信に基づく
　項目８から１１のいずれか一項に記載の方法。
［項目１３］
　特定のトラフィックコンテナへの帯域幅割り当てを減らし、前記トラフィックマネージ
ャの前記キューのオーバーランを防ぐ段階をさらに備える
　項目８から１２のいずれか一項に記載の方法。
［項目１４］
　前記複数のトラフィックコンテナは、前記受動光ネットワークの１または複数の光ネッ
トワークユニットによって維持される
　項目８から１３のいずれか一項に記載の方法。
［項目１５］
　コンピューティングシステムに複数の動作を実行させるプログラムであって、前記複数
の動作は、
　受動光ネットワークの複数のトラフィックコンテナからアップストリームデータを受信
する手順と、
　前記受動光ネットワークのトラフィックマネージャへ前記アップストリームデータを送
信する手順と、を含み、
　前記トラフィックマネージャは、前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネ
ージャに対してさらにアップストリームにあるネットワークコンポーネントに前記アップ
ストリームデータが送信される前に、前記アップストリームデータの量を格納する予め定
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められた容量を有するキューを備え、前記複数のトラフィックコンテナの各々は、前記複
数のトラフィックコンテナの各々にそれぞれ割り当てられた帯域幅に従い、前記トラフィ
ックマネージャへ前記アップストリームデータをそれぞれ送信し
　さらに、少なくとも一部は、前記トラフィックマネージャの前記キューの前記予め定め
られた容量に対する前記トラフィックマネージャの前記キューに格納された前記アップス
トリームデータの前記量に基づき、前記複数のトラフィックコンテナの各々にぞれぞれ割
り当てられる前記帯域幅を動的に変化させる手順と、を備える
　プログラム。
［項目１６］
　前記帯域幅を動的に変化させる手順はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナから受信されるアップストリームデマンド情報に基づく
　項目１５に記載のプログラム。
［項目１７］
　前記複数の動作はさらに、
　前記キューに前記アップストリームデータを格納する手順と、
　前記キューに格納された前記アップストリームデータを集約する手順と、
　前記受動光ネットワーク内で、前記トラフィックマネージャに対してさらにアップスト
リームにある前記ネットワークコンポーネントへ前記集約されたアップストリームデータ
を送信する手順と、を備える
　項目１５または１６に記載のプログラム。
［項目１８］
　前記帯域幅を動的に変化させる手順はさらに、少なくとも一部は、前記複数のトラフィ
ックコンテナの複数のデータバックログに関する、前記複数のトラフィックコンテナから
受信される複数のステータスレポートに基づく
　項目１５から１７のいずれか一項に記載のプログラム。
［項目１９］
　前記帯域幅を動的に変化させる手順はさらに、少なくとも一部は前記複数のトラフィッ
クコンテナからの複数のアイドルデータフレームの受信に基づく
　項目１５から１８のいずれか一項に記載のプログラム。
［項目２０］
　前記複数の動作はさらに、特定のトラフィックコンテナへの帯域幅割り当てを減らし、
前記トラフィックマネージャの前記キューのオーバーランを防ぐ手順を備える
　項目１５から１９のいずれか一項に記載のプログラム。
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